
声
に
出
し
て
読
む
万
葉
集

第
四
十
六
回

叙
景
歌
人

山
部
赤
人

其
の
三

巻
六

雑
歌
（
つ
づ
き
）

九
四
二

[

題
詞]

か
ら辛
に荷

の
嶋
を
過
ぐ
る
時
に
、
山
部
宿
祢
赤
人
の
作
れ
る
歌
一
首[

并
短
歌]

[

原
文]

味
澤
相

妹
目
不
數
見
而

敷
細
乃

枕
毛
不
巻

櫻
皮
纒

作
流
舟
二

真
梶
貫

吾
榜
来
者

淡
路
乃

野

嶋
毛
過

伊
奈
美
嬬

辛
荷
乃
嶋
之

嶋
際
従

吾
宅
乎
見
者

青
山
乃

曽
許
十
方
不
見

白
雲
毛

千
重
尓
成
来

沼

許
伎
多
武
流

浦
乃
盡

徃
隠

嶋
乃
埼
々

隈
毛
不
置

憶
曽
吾
来

客
乃
氣
長
弥

[

訓
読]

あ
ぢ
さ
は
ふ

妹
が
目

か離
れ
て

し
き
た
へ

敷
栲
の

枕
も
ま
か
ず

か
に桜
は皮

巻
き

作
れ
る
船
に

ま真
か
ぢ楫
ぬ貫

き

わ我
が
漕

ぎ
く来

れ
ば

淡
路
の

野
島
も
過
ぎ

い
な
み
つ
ま

印
南
嬬

辛
荷
の
島
の

島
の

ま際
ゆ

わ

ぎ

へ

我
家
を
見
れ
ば

青
山
の

そ
こ
と
も

見
え
ず

し
ら
く
も

白
雲
も

ち

へ

千
重
に
な
り

き来
ぬ

漕
ぎ

た廻
む
る

浦
の
こ
と
ご
と

行
き
隠
る

島
の
崎
々

く
ま隈

も
置
か
ず

思
ひ
ぞ
我
が
来
る

旅
の

け日
長
み

▽
語
釈

辛
荷
の
島
＝
兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
の
沖
合
の
唐
荷
三
島
。
播
磨
国
風
土
記
に
、
韓
人
の
船
が
難
破
し
、
そ
の
荷

物
が
漂
着
し
た
の
で
「
韓
荷
島
」
と
い
う
と
あ
る
。

あ
ぢ
さ
は
ふ
＝
「
妹
が
目
」
に
か
か
る
枕
詞
。
ア
ヂ
ガ
モ
が
夜
昼
網
の
目
に
か
か
る
と
言
う
が
、
未
詳
。

桜
皮
＝
樹
皮
を
舟
な
ど
物
に
巻
い
て
補
強
す
る
た
め
に
用
い
る
植
物
。
カ
バ
ノ
キ
科
の
シ
ラ
カ
カ
バ
か
。

伊
奈
美
嬬
＝
兵
庫
県
高
砂
市
の
加
古
川
河
口
付
近
の
地
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
妻
が
隠
れ
た
と
い
う
伝
説
を
持

つ
。

隈
も
置
か
ず
＝
曲
が
り
角
ご
と
に
。

九
四
三

反
歌

[

原
文]

玉
藻
苅

辛
荷
乃
嶋
尓

嶋
廻
為
流

水
烏
二
四
毛
有
哉

家
不
念
有
六

[

訓
読]

玉
藻
刈
る

か
ら唐
に荷

の
島
に

し

ま

み

島
廻
す
る

う鵜
に
し
も
あ
れ
や

い
へ家

思
は
ず
あ
ら
む

九
四
四

[

原
文]

嶋
隠

吾
榜
来
者

乏
毳

倭
邊
上

真
熊
野
之
船



[
訓
読]

し
ま
が
く

島
隠
り

わ我
が
漕
ぎ

く来
れ
ば

と
も羨

し
か
も

や

ま

と

大
和
へ

の
ぼ上

る
ま

く

ま

の

熊
野
の
船

▽
語
釈

島
隠
り
＝
島
蔭
に
隠
れ
る
。

ま
熊
野
の
船
＝
熊
野
産
の
船
。

九
四
五

[

原
文]

風
吹
者

浪
可
将
立
跡

伺
候
尓

都
太
乃
細
江
尓

浦
隠
居

[

訓
読]

風
吹
け
ば
波
か
立
た
む
と
さ
も
ら
ひ
に

つ都
だ太

の
ほ

そ

え

細
江
に

う
ら
ご
も

浦
隠
り

を居
り

▽
語
釈

さ
も
ら
ひ
＝
サ
は
接
頭
語
。
モ
ラ
ヒ
は
、
見
守
る
意
の
動
詞
モ
リ
に
反
復
・
継
続
の
接
尾
語
ヒ
の
つ
い
た
形
。
様

子
を
伺
い
な
が
ら
機
を
待
つ
。
人
に
仕
え
、
ま
た
、
風
波
の
静
ま
る
の
を
待
ち
、
あ
る
い
は
恋
人
に
会
う
折

を
待
つ
さ
ま
な
ど
に
い
う
。

都
太
の
細
江
＝
姫
路
市
飾
磨
区
の
飾
磨
川
河
口
。

浦
隠
り
＝
「
浦
」
は
湾
曲
し
て
陸
地
に
入
り
込
ん
だ
所
。

九
四
六

題
詞]

み
ぬ敏
め馬

の
浦
を
過
ぐ
る
時
に
、
山
部
宿
祢
赤
人
の
作
れ
る
歌
一
首[

并
短
歌]

[

原
文]

御
食
向

淡
路
乃
嶋
二

直
向

三
犬
女
乃
浦
能

奥
部
庭

深
海
松
採

浦
廻
庭

名
告
藻
苅

深
見
流
乃

見
巻
欲
跡

莫
告
藻
之

己
名
惜
三

間
使
裳

不
遣
而
吾
者

生
友
奈
重
二

[

訓
読]

み

け

御
食
向
ふ

淡
路
の
島
に

直
向
ふ

敏
馬
の
浦
の

沖
辺
に
は

深
海
松
採
り

浦
廻
に
は

な
の
り
そ
刈

る

深
海
松
の

見
ま
く
欲
し
け
ど

な
の
り
そ
の

お
の
が
名
惜
し
み

間
使
も

遣
ら
ず
て
我
れ
は

生
け
り

と
も
な
し

▽
語
釈

御
食
向
ふ
＝
淡
路
に
か
か
る
枕
詞
。
食
膳
の
食
物
が
向
か
い
合
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
あ
ぢ
（
ト
モ
エ
ガ
モ
）
・

粟
・

き葱
・

み
な蜷

な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
音
を
持
つ
地
名
に
か
か
る
。

深
海
松
＝
海
の
深
い
所
に
生
え
て
い
る
海
松
。

間
使
ひ
＝
二
人
の
間
を
行
き
来
し
て
言
葉
を
伝
え
る
使
。

九
四
七

反
歌

[

原
文]

為
間
乃
海
人
之

塩
焼
衣
乃

奈
礼
名
者
香

一
日
母
君
乎

忘
而
将
念

[

訓
読]

須
磨
の

あ

ま

海
女
の
塩
焼
き

き
ぬ衣

の
慣
れ
な
ば
か

ひ

と

ひ

一
日
も
君
を
忘
れ
て
思
は
む

▽
語
釈

慣
れ
＝
着
物
が
古
び
て
よ
れ
よ
れ
に
な
る
。



[
左
注]

右
は
作
歌
の
年
月
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
但
し
類
を
以
て
の
故
に
、
こ
の
次
に
載
せ
た
り
。

一
〇
〇
一

[

題
詞]

（
春
三
月
、
難
波
宮
に
幸
し
し
時
の
歌
六
首
）

[

原
文]

大
夫
者

御
猟
尓
立
之

未
通
女
等
者

赤
裳
須
素
引

清
濱
備
乎

[

訓
読]

ま
す
ら
を

大
夫
は

み

か

り

御
狩
に
立
た
し

を

と

め

娘
子
ら
は

あ
か赤
も裳
す

そ

ひ

裾
引
く
清
き
浜
び
を

[

左
注]

右
一
首
、
山
部
宿
祢
赤
人
作
。

一
〇
〇
五

[

題
詞]

八
年
丙
子
夏
六
月
幸
于
芳
野
離
宮
之
時
山
邊
宿
祢
赤
人
應
詔
作
歌
一
首[

并
短
歌]

[

原
文]

八
隅
知
之

我
大
王
之

見
給

芳
野
宮
者

山
高

雲
曽
軽
引

河
速
弥

湍
之
聲
曽
清
寸

神
佐
備
而

見

者
貴
久

宜
名
倍

見
者
清
之

此
山
乃

盡
者
耳
社

此
河
乃

絶
者
耳
社

百
師
紀
能

大
宮
所

止
時
裳
有
目

[

訓
読]

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

見
し
た
ま
ふ

吉
野
の
宮
は

山
高
み

雲
ぞ
た
な
び
く

川
早
み

瀬
の

お
と音

ぞ
清
き

か
む神

さ
び
て

見
れ
ば

た
ふ
と

貴

く

よ
ろ
し
な
へ

見
れ
ば
さ
や
け
し

こ
の
山
の

尽
き
ば
の
み
こ
そ

こ
の

川
の

絶
え
ば
の
み
こ
そ

も
も
し
き
の

大
宮
所

や
む
時
も
あ
ら
め

▽
語
釈

よ
ろ
し
な
へ
＝
ナ
ヘ
は
助
詞
。
心
を
寄
せ
る
と
と
も
に
。
心
を
寄
せ
る
と
同
時
に
。

一
〇
〇
六

反
歌

[

原
文]

自
神
代

芳
野
宮
尓

蟻
通

高
所
知
者

山
河
乎
吉
三

[

訓
読]

神
代
よ
り
吉
野
の
宮
に
あ
り
通
ひ
高
知
ら
せ
る
は
山
川
を
よ
み

▽
語
釈

高
知
り
＝
立
派
に
治
め
る
。

巻
八

春
雑
歌

一
四
二
四

[

題
詞]

山
部
宿
祢
赤
人
歌
四
首

[

原
文]

春
野
尓

須
美
礼
採
尓
等

来
師
吾
曽

野
乎
奈
都
可
之
美

一
夜
宿
二
来

[

訓
読]

春
の
野
に
す
み
れ

つ摘
み
に
と

こ来
し
我
れ
ぞ
野
を
な
つ
か
し
み

ひ

と

よ

一
夜

ね寝
に
け
る

一
四
二
五

[

原
文]

足
比
奇
乃

山
櫻
花

日
並
而

如
是
開
有
者

甚
戀
目
夜
裳



[
訓
読]

あ
し
ひ
き
の
山
桜
花

ひ日
並
べ
て
か
く
咲
き
た
ら
ば
い
た
く
恋
ひ
め
や
も

一
四
二
六

[

原
文]

吾
勢
子
尓

令
見
常
念
之

梅
花

其
十
方
不
所
見

雪
乃
零
有
者

[

訓
読]

我
が
背
子
に
見
せ
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
雪
の
降
れ
れ
ば

一
四
二
七

[

原
文]

従
明
日
者

春
菜
将
採
跡

標
之
野
尓

昨
日
毛
今
日
母

雪
波
布
利
管

[

訓
読]

明
日
よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と

し標
め
し
野
に

き

の

ふ

昨
日
も

け

ふ

今
日
も
雪
は
降
り
つ
つ

一
四
三
一

[

題
詞]

山
部
宿
祢
赤
人
歌
一
首

[

原
文]

百
濟
野
乃

芽
古
枝
尓

待
春
跡

居
之
鴬

鳴
尓
鶏
鵡
鴨

[

訓
読]

く

だ

ら

百
済

の野
の
萩
の

ふ

る

え

古
枝
に
春
待
つ
と

を居
り
し
鴬
鳴
き
に
け
む
か
も

巻
八

夏
雑
歌

一
四
七
一

[

題
詞]

山
部
宿
祢
赤
人
歌
一
首

[

原
文]

戀
之
家
婆

形
見
尓
将
為
跡

吾
屋
戸
尓

殖
之
藤
浪

今
開
尓
家
里

[

訓
読]

恋
し
け
ば
形
見
に
せ
む
と
我
が
や
ど
に
植
ゑ
し
藤
波
今
咲
き
に
け
り

巻
十
七

（
部
立
せ
ず
）

三
九
一
五

[

題
詞]

山
部
宿
祢
明
人
、

う
ぐ春
ひ
す鴬

を
詠
め
る
歌
一
首

[

原
文]

安
之
比
奇
能

山
谷
古
延
氐

野
豆
加
佐
尓

今
者
鳴
良
武

宇
具
比
須
乃
許
恵

[

訓
読]

あ
し
ひ
き
の
山
谷
越
え
て
野
づ
か
さ
に
今
は
鳴
く
ら
む
鴬
の
声

▽
語
釈

野
づ
か
さ
＝
ツ
カ
サ
は
塚
の
よ
う
に
高
い
所
。
野
の
小
高
く
な
っ
た
所
。

[

左
注]

右
は
、
年
月
所
處
、
未
だ
詳
審
な
る
こ
と
を
得
ず
。
但
、
聞
き
し
時
の
ま
に
ま
に
こ
こ
に
記
し
載
す
。


